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まえがき 

 
 本報告書は、「令和 2年度輸出環境整備推進委託事業（EU向け二枚貝生産海域指定調査）」

において、欧州連合（EU）向けに二枚貝等を輸出する場合に必要となる生産海域の指定及

び指定後のモニタリングに係るサンプリング及び不正行為防止計画書の策定に際し、調査・

検討した一連の内容を収録したものである。別冊、「令和 2 年度輸出環境整備推進委託事業

（EU 向け二枚貝生産海域指定調査）」モデル県の評価書と共にご活用願いたい。 
 調査・検討は、I 県、M 県、A 県をモデル県として行った。今後、上記文書の作成に際し

て参考にして頂きたい。 
 作成に際しては、貝毒、食品衛生学等の専門家、モデル県カキ生産者団体、モデル県カ 
キ流通・加工等団体、モデル県の職員（衛生部局、水産部局）等で構成する検討委員会を組

織して検討した。 
 本書の作成に多大なるご協力を頂いた検討委員会委員、モデル県 3 県の関係者等に厚く

御礼申し上げる。また、本報告書をまとめるにあたり、海域指定文書等の貴重な資料をご提

供頂いた、青森県に感謝申し上げる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 3 年 3 月 17 日 
株式会社水圏科学コンサルタント 
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1. 目的 
我が国の農林水産物・食品の輸出については、農林水産物及び食品の輸出の促進に関す

る法律（令和元年法律第 57 号）に基づき、令和 2 年 4 月に政府全体の司令塔組織として

農林水産省に設置された「農林水産物・食品輸出本部」のもと、政府が一体となって戦略

的に取り組むための体制を整備しているところである。 
水産物の輸出にあたっては、水産加工・流通業者が輸出先国・地域の求める衛生条件を

満たすことが必要であるが、欧州連合（EU）向けに二枚貝等を輸出する場合には、別途

国等において生産海域を指定した上でモニタリングの実施が求められている。 
本事業は、EU にカキが輸出できる環境を構築するため、生産海域の指定に必要な情報・

データを収集・整理・評価するものである。 
 
2. 事業（調査）項目 

本調査は、前記目的に対して、I 県、M 県、A 県（以下これら 3 県を「モデル県」とい

う。）を対象に、EU 向け二枚貝の輸出に必要な生産海域指定に必要な下記のデータ・情

報を収集・整理して評価し、その結果を本報告書及び別冊のモデル県の評価書に取りまと

めるものである。 
なお、海域指定のためのデータ・知見の収集・整理・評価は、下記の項目で実施した。 
 
海域指定のためのデータ・知見の収集・整理・評価の調査項目： 
ⅰ) 生産海域の指定について 

a. 生産海域指定のためのデータ・情報の収集・整理 
b. サンプリング調査 
c. 調査データ等の収集・整理 

ⅱ) 生産海域の絞り込み 
ⅲ）検討委員会 
ⅳ）評価書案及び評価書の作成等 
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3. 事業（調査）構成 
本事業（調査）の構成は、以下の通りである。 

 

 
 

 
 

※モデル県：I 県、M 県、A 県 
※モデル県及びモデル県の生産者団体と連携し、データ・情報を収集・整

理して評価及び共有 

 

(1) 海域指定のためのデータ・知見の収集・整理・評価 

 

ⅲ) 検討委員会 

※貝毒・食品衛生学等の専門

家： 

.1 国立研究開発法人水産

研究・教育機構、水研機

構（横浜）： 

鈴木 敏之 部長 

.2 東京海洋大学学術研究

院食品生産科学部門： 

久田 孝 教授 

 

※モデル県カキ生産者団体、

流通・加工等団体、衛生及

び水産部局職員等 

 

※第 1 回：令和 3 年 1 月下

旬～2 月上旬（Web 開催） 

第 2 回：令和 3 年 2 月下旬

から 3 月上旬（Web 開催） 

ⅰ) 生産海域の指定について 

a. 生産海域指定のためのデータ・情報の収集・整理 

 ＊指定海域座標、汚染源一覧、大腸菌、海況 等 

b. サンプリング調査 

 ＊モデル県における計 19 地点のカキ中大腸菌 

c. 調査データ等の収集・整理 

 ＊モデル県等の生産海域における貝毒、環境汚

染物質、毒素産生性プランクトンのデータ 等 

 ※参考情報：EU 要綱、我が国で検査される貝毒

等に関する取扱、EUR-Lex で入手可能な活二枚

貝衛生基準、公共用水域水質測定結果、ダイオキ

シン類に係る環境調査結果 等 

情

報

共

有 

意

見

交

換 
 
及

び 
指

示 

ⅱ) 生産海域の絞り込み 

※指定要件：EU 要綱別添 8-1「第 9 生産海域等の指定

等、監視及 びモニタリング」の 1.(3) 

ⅳ) 評価書案及び評価書の作成等 
（評価書案は検討委員会として作成、評価書は事業終

了時に報告書別冊として作成） 
 
※参考：海域指定文書（例）・テンプレート、サンプリ

ング計画書（例）・テンプレート 

 (2)調査報告書の作成、別冊モデル県の評価書提

出 
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事業（調査）構成 
 
4. 調査方法 
 本調査は、モデル県を対象に、EU 向け二枚貝の輸出に必要な生産海域指定に必要なデ

ータ・情報を収集・整理して評価した。なお、調査にあたっては、青森県が令和元年に作

成した「陸奥湾西部海域を対 EU 輸出ホタテガイ生産海域と指定することについて」及び

令和 2 年に作成した「対ＥＵ輸出ホタテガイ生産海域のモニタリングに係るサンプリング

及び不正行為の防止計画書」を参考にした。また、モデル県及び生産者団体等の関係者と

連携して実施するとともに、データ等を共有して実施した。 
 
(1) 海域指定のためのデータ・知見の収集・整理・評価 
ⅰ) 生産海域の指定について 

生産海域の指定時には、「英国、欧州連合、スイス及びノルウェー向け輸出水産食品の

取扱要綱（以下「EU 要綱」という。）」別添 8-1 の第 9 の 1(6)ア からウに基づき、汚染

源の一覧や有機汚染物の量、潮位や海流のデータ等の調査等を行うこととされている。 
よって、モデル県において生産海域の指定等に必要となる以下の「a. 生産海域指定の

ためのデータ・情報の収集・整理」、「b. サンプリング調査」及び「c. 調査データ等の収

集・整理」に示す情報・データを収集・整理した。収集・整理作業は、農林水産省食料

産業局輸出先国規制対策課担当官（以下、「担当官」という、）及び検討委員会専門家の

意見を伺った後に開始し、第 1 回検討委員会での確認を経て実施した。 
 

a. 生産海域指定のためのデータ・情報の収集・整理 
生産海域指定のための情報・データの収集・整理は、表 4-1 に示す方法で実施した。 

 
表 4-1 生産海域指定のための情報・データの収集・整理方法 

収集・整理項目 収集方法 整理方法 
指定海域の座標 
（漁業権、航路等の海面利
用区分、海流、水深、地理
的等の境界、ほか公的調査
区分等） 

モデル県の水産部局等からご提供頂
いた。 

図面及び緯度経度で整理した。 

汚染源の一覧 モデル県から未公表情報をご提供頂
いた。 

ご提供頂いた情報を基に、指定
海域に流入する河川流域の終
末処理場、し尿処理場、へい獣
処理施設等の抽出・整理した。 

人口推移のデータ、家畜頭
数、飼養農家戸数（3 年分） 

モデル県の HP 及び農業センサス等
を収集した。 

収集した情報・データを基に、
指定海域が位置する県、市町の
データを整理した。 

指定に必要な  E.coli 等
（海域）のデータ（3 年分） 

モデル県の公共用水域水質測定結果
等を収集した。 

指定海域内及び周辺海域等の
データを整理した。 
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収集・整理項目 収集方法 整理方法 
指 定 に 必 要 な 貝 類 の 
E.coli のデータ（1 年分） 

本調査（EU 二枚貝生産海域指定調
査）のデータを用いた。また、モデル
県において、既存データが存在する
場合には衛生部局等からご提供頂い
た。 

指定海域内のデータを整理し
た。 

指定海域付近の降雨量に
関するデータ（3 年分） 

過去の気象データ：気象庁を収集し
た。 

指定海域周辺の降雨量を整理
した。 

指定海域周辺の海流に関
するデータ（1 年分） 

I 県--親潮旬別海流図：気象庁を収集
した。 
M 県--黒潮と沿岸海況の 1～2 か月予
報：M 県水産研究所を収集した。 
A 県--瀬戸内海の潮流積算図：海上保
安庁・海洋情報部を整理した。 

指定海域を含む海流・潮流の図
を引用した。 

指定海域海水温に関する
データ（1 年分） 

I 県--いわて大漁ナビ：I 県水産情報
配信システムを収集した。 
M 県--M 県真珠養殖関係漁場水温モ
ニタリングシステム：M 県真珠養殖
連絡協議会を収集した。 
A 県--漁場環境ファックス速報：県立
総合技術研究所水産海洋技術センタ
ーを整理した。 

指定海域及び周辺海域の水温
変化図を引用した。 

指定海域付近の潮汐観測
資料（1 年分） 

潮汐観測資料：気象庁を収集した。 指定海域の検潮所の変化図を
引用した。 

サンプリング調査・評価を
補完するデータ等（プラン
クトンデータ等） 

I 県--貝毒検査結果（平成 21~令和 2
年度）、貝毒自主規制状況一覧、平成
30 年度～令和 2 年度貝毒プランクト
ン検査結果表：I 県を提供して頂い
た。 
M 県--貝毒成分等モニタリング事業
報告（平成 28 年度～平成 30 年度）：
M 県水産研究所を提供して頂いた。 
A 県--漁場環境・生態系保全向上対策
事業（赤潮・貝毒漁場環境監視事業、
平成 29 年度～令和元年度）、赤潮貝
毒部会資料（平成 29 年度～令和元年
度）：A 県立総合技術研究所水産海洋
技術センターを提供して頂いた。 

指定海域の貝毒発生・規制状況
及び貝毒原因プランクトン出
現状況を整理した。 

 
 

b. サンプリング調査 
カキの大腸菌を分析するための供試カキのサンプルは、下記の方法で実施した。 
 

ア. 調査場所等 
サンプリングは、各モデル県の指定海域を想定し、表 4-2 に示す I 県 4 地点、M

県 3 地点、A 県 12 地点の計 19 地点で実施した。なお、これらサンプリング地点は、

各モデル県の担当者と調整した上で、第 1 回検討委員会での確認を経て決定した。 
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表 4-2 カキ大腸菌分析のためのサンプリング地点等 
 
      【略】 

 
イ. 分析項目及び頻度等 

分析は、大腸菌（E.coli）である。 
調査頻度・回数は、各地点で 1 回を基本とした。 
各地点の検体数は、1 検体（殻付カキ 1.5kg）とした。 

ウ. サンプリング（検体の入手）方法 
各地点におけるサンプリングは、各地点のカキ生産者が実施し、日時、場所、水

深及び水温情報を記録すると共に、カキに付着するゴミ等の洗浄後、冷暗状体で速

やかに分析所に輸送した。 
エ. 分析試験方法等 
 各地点でサンプリングされたカキは、翌日に大腸菌（E.coli）の分析を開始した。 

分析試験方法は、「食品、添加物等の規格基準」（昭和 34 年厚生省告示第 370 号）

第 1 食品 D. 各条「生食用かきの成分規格」で実施した。 
なお、分析後のサンプル残渣は、廃棄物処理法に則り処分した。 

 
c. 調査データ等の収集・整理 

モデル県の生産海域に関する下記の①～③ に関する情報について、モデル県への

ヒアリング及び表 4.3 に示す情報等を参考に既存の調査データ等を収集・整理した。 
 
収集・整理対象調査データ等 
①  貝毒 
麻痺性貝毒、オカダ酸、ディノフィシストキシン、 ペクテノトキシン、イェッソ

トキシン、アザスピロ酸、 記憶喪失性貝毒 
②  環境汚染物質  
重金属（鉛、カドミウム、水銀）、多環芳香族炭化水素（ベンゾピレン、 ベンゾア

ントラセン、ベンゾフルオランテン、クリセン）、ダイオキシン、ＰＣＢ 
③  毒素産生性プランクトン 
麻痺性貝毒産生性プランクトン、下痢性貝毒産生性プランクトン、 記憶喪失性貝

毒産生性プランクトン 
 

表 4.3 調査データ等に関する参考情報 

掲載 HP 等 参考情報 

農林水産省 HP EU 要綱 

農林水産省、厚
生労働省 HP：

二枚貝等の貝毒のリスク管理に関するガイドライン 
生産海域における貝毒の監視及び管理措置について 



6 
 

我が国で検査さ
れている貝毒等
に関する扱い 

麻痺性貝毒等により毒化した貝類の取扱いについて 
下痢性貝毒（オカダ酸群）の検査について 

欧州委員会 HP：
EUR-Lex 

EU2073/2005:活二枚貝衛生基準 
EU853/2004：活二枚貝衛生基準 
EU2019/627:生産海域等の指定等、監視及びモニタリング 
EU1881/2006 環境汚染物質 

・Community Guide to the Principles of Good Practice for the Microbiological 
Classification and Monitoring of Bivalve Mollusk Production and 
Relaying Areas with regard to Regulation 854/2004 

・Microbiological monitoring of bivalve mollusk harvesting areas - Guide to 
good practice: technical application 

環境省ほかモデ
ル県 HP：海洋
中の環境汚染物
資に関する情報 

公共用水域水質測定結果 

ダイオキシン類に係る環境調査結果 
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ⅱ) 生産海域の絞り込み 
モデル県における生産海域の絞り込みは、表 4-4 に示す EU 要綱別添 8-1「第 9 生産

海域等の指定等、監視及びモニタリング」の 1.(3)を満たすことを考慮し、各モデル県の

様々な状況を踏まえて実施した。 
 

表 4 -4 EU 要綱別添 8-1「第 9 生産海域等の指定等、監視及びモニタリング」の 
1.(3)及び関連項目の記載 

EU 要綱別添 8-1 の項番 記 載 

1.生産海域の指定及び中継海

域の認定,(3)  

直接、食用に供することができる活二枚貝を採捕できる海域を A クラスに

指定すること。この海域から採捕される活二枚貝は、第 5 に規定される活二

枚貝の衛生基準を満たしていること。 

第 5 活二枚貝の衛生基準 
（上記、1.(3)で A クラス指定

された海域から採捕される

活二枚貝の衛生基準） 

食品事業者は、食用として出荷する活二枚貝が以下に掲げる基準を満たすこ

とを確保すること。 
１．貝殻に汚れが付着していないこと、叩いたとき適切な反応があること、

貝内容液が正常な量であることなど、鮮度及び生存度に関わる官能的な

特徴を有していること。 
２．貝の可食部（ホールボディ又は可食部としての部位）において、マリン

バイオトキシン（海洋性生物毒素）が以下の規制値を超えてはならない。 
（1）麻痺性貝毒（PSP） ：800 µg/kg 
（2）記憶喪失性貝毒（ASP） ：20 mg/kg 
（3）オカダ酸、ディノフィシストキシン類（dinophysistoxins）及び

ペクテノトキシン類（pectenotoxins） ：総毒量 160 µg/kg
（オカダ酸当量） 

（4）イェッソトキシン類（yessotoxins)：3.75 mg/kg（yessotoxins
当量） 

（5）アザスピロ酸  ：160 µg/kg（アザスピロ酸当量） 
なお、検査方法及び記憶喪失性貝毒（ASP）濃度が、20 mg/kg を超えた

ものの取扱いについては、別添 8-2 によるものとする。 
３．EU 規則 (EC) No 2073/2005 に定める方法又はこれと同等の精度を有

するその他の微生物学的方法によって、貝の肉部及び貝内容液の 100 g
当たり E.coli が 230 以下であること。 

EU 要綱別添 8-2 
第４ 規制値を超える記憶

喪失性貝毒(ASP）が検出され

る二枚貝の取扱い 
（上記、第５、２．検査方法

及び記憶喪失性貝毒（ASP）
濃度が、20 mg/kg を超えたも

のの取扱いに関する規定） 

１．別添 8-1 の第 5 の 2.（2）の規定に関わらず、以下の 2. の規定を満た

す場合、ホールボディでドウモイ酸が 20 mg/kg を超えて 250 mg/kg 未

満のイタヤガイ類（Pecten maximus 及び Pecten jacobaeus）の採捕

を認めても差し支えない。 
２．採捕を認める要件は次のとおりとする。 

（1）当該二枚貝の生産海域については、6. に示す管理が行われている

こと。 
（2）採捕された二枚貝は、指名食品衛生監視員の指示に基づき、封印さ

れたコンテナ又は運搬車両により、生産海域から認定加工施設に直

接搬送すること。また、認定加工施設においては、中腸腺、軟部組

織又は 6.（2）の要件に適合しない毒性を有する部分を除去するこ

と。なお、都道府県等は、これらの処理が適切に行われることを確

認するとともに、これらの処理を行う施設を認定した場合には、地

方厚生局に報告すること。 
（3）出荷される二枚貝には、指名食品衛生監視員が発行した、別添 8-1

の第 1 の 3. から 6. までに規定する食用とすることができる部位

を示す記録文書を、バッチごとに添付すること。 
都道府県等は、この輸送に関して恒久的な輸送許可を与えてはなら
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ⅲ) 検討委員会 

本調査は、客観的で信頼性の高い調査を実施するとともに、効果的・効率的なとりま

とめを行うため、貝毒、食品衛生学等の専門家、モデル県カキ生産者団体、モデル県カ

キ流通・加工等団体、モデル県の職員（衛生部局、水産部局）等で構成する検討委員会

を組織して進めた。 
検討委員会は、評価書の作成に関する検討を行うものとし、Web 方式で令和 3 年 2

月 4 日及び 2 月 25 日の 2 回開催した。 
  

ない。 
（4）中腸腺、軟部組織及びその他毒性を有する部位を完全に除去した貝

柱又は食用とする生殖腺における記憶喪失性貝毒は、高速液体クロ

マトグラフ（HPLC）法による検査でドウモイ酸として 20 mg/kg
を越えてはならない。 

３．加工者は、最終製品の記憶喪失性貝毒を、ロットごとに検査しなければ

ならない。6. に規定する検体において、記憶喪失性貝毒がドウモイ酸と

して 20 mg/kg を超えて検出された場合は、当該ロット全てを指名食品

衛生監視員の監督下で廃棄すること。 
４．6.（2）の規制値を超える中腸腺、軟部組織及びその他の毒性を有する

部位（最終製品としてドウモイ酸 20 mg/kg を越えたものを含む。）は、

指名食品衛生監視員の監督下で廃棄すること。 
５．都道府県等は、2.（2）による処理を行う加工場が、別添 1 に適合して

いることを確認すること。 
加工者は、別添 8-1 の第 5 の 2.（2）の規定に適合しない製品があった

場合、速やかにその内容を認定を受けた農林水産省又は地方厚生局若し

くは都道府県等に対し報告すること。 
６．生産海域は次により管理しなければならない。 
（1）記憶喪失性貝毒の発生が認められる期間は、イタヤガイ類（Pecten 

maximus 及び Pecten jacobaeus）を採捕してはならない。 
（2）ただし、ホールボディでドウモイ酸として 20 mg/kg を超える記憶

喪失性貝毒が検出された場合、以下の要件を満たすことにより当該

二枚貝を採捕することができる。 
ア １週間以内に 2 回連続して検査を行い、ホールボディでド

ウモイ酸が 250 mg/kg 未満であること 
イ 可食部の部位についてそれぞれ個別に検査した場合、ドウ

モイ酸が 4.6 mg/kg 未満であること。 
この場合、ホールボディの検査は、検体として貝 10 個をホモジネ

ートしたものを用いること。また、可食部位の検査は、それぞれ貝

10 個分の該当部分をホモジネートしたものを用いること。 
（3）モニタリングの実施者は、二枚貝が（2）の規定に適合することを確

認するためのサンプリング地点を決定すること。 
（3）モニタリングの実施者は、当該二枚貝を採捕することを認めた場合、

二枚貝（ホールボディ、貝柱及び生殖腺）に関するドウモイ酸検査を

それぞれ、最低 1 週間に 1 回の頻度で実施し、検査結果が（2）の規

定に適合している場合に限り、継続して二枚貝を採捕することを認

めることができる。 
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ⅳ) 評価書案及び評価書の作成等 
各モデル県の評価書案は、令和 3 年 2 月 25 日の検討委員会でとりまとめられた。そ

の後の編集作業等を経て、令和 3 年 3 月 3 日に最終化した評価書を作成提出した。 
 
(2) 調査報告書の作成・提出 
 以上の調査を実施し、一連の内容をとりまとめたものが本調査報告書及び別冊モデル

県の評価書である。 
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5. 調査内容 
5.1 評価書 
 作成したモデル県の評価書は、次の通りである。 
なお、これら文書は、「令和 2 年度輸出環境整備推進事業（EU 二枚貝生産海域指定調

査）調査報告書 別冊 モデル県の評価書」に掲載している。 
 
I 県評価書 
「〇〇〇湾海域を EU 向け輸出二枚貝生産海域に指定することについて」（案） 
「〇〇〇湾海域を EU 向け輸出二枚貝生産海域に指定することについて」（案） 
「〇〇〇湾海域を EU 向け輸出二枚貝生産海域に指定することについて」（案） 
「EU 向け輸出二枚貝生産海域のモニタリングに係るサンプリング及び不正行為の防

止計画書（I 県〇〇〇湾海域）」（案） 
 

M 県評価書 
「○○海域を EU 向け輸出二枚貝生産海域に指定することについて」（案） 
「EU 向け輸出二枚貝生産海域のモニタリングに係るサンプリング及び不正行為の防

止計画書（M 県○○海域）」（案） 
 
A 県評価書 
「A 県海域を EU 向け輸出二枚貝生産海域に指定することについて」（案） 
「EU 向け輸出二枚貝生産海域のモニタリングに係るサンプリング及び不正行為の防

止計画書（A 県○○海域）」（案） 
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5.2 検討委員会での議論 
モデル県の評価書作成に際しては、令和 3 年 2 月 4 日及び 2 月 25 日に令和２年度輸

出環境整備推進委託事業（EU 向け二枚貝生産海域指定調査）検討委員会を開催した。 
以下にその内容を示す。 
 
【略】 

 
5.1.2 令和２年度輸出環境整備推進委託事業（EU 向け二枚貝生産海域指定調査）第 1

回検討委員会 
  
議事次第・議題は、下記の通りである。 
 
第 1 回検討委員会議事次第・議題： 

1.挨拶 農林水産省輸出先国規制対策課 
2.参加者紹介 
3.事業・調査概要説明 
4.委員長選任 
5.議事 

(1) 各モデル県の大腸菌サンプリング内容（サンプリングポイントを含む） 
(2) 海域指定・サンプリング計画書素案について 
(3) 評価書案作成に係る協力事項 
(4) その他（第 2 回検討委員会開催日程等） 

6.閉会 
 
次ページ以降には、第 1 回検討委員会の議事録を収録した。 

 第 1 回検討委員会では、評価書作成に必要なカキの大腸菌を分析するモデル県 3 県

の計 19 地点のサンプリングポイントが了承された。 
 また、課題としては、下記の 3 点が指摘、確認された。 
 
 課題等： 

①現在、問題になっているノロウィルスの関係及び必要な対応が、ＥＵ規則には

規定されていない。本件に関しては、農林水産省が継続的に情報を収集し、提

供する。 
②現在、日本における貝毒モニタリングでは、イエッソトキシンやアザスピロ酸

等は項目に入っておらず、実施されていない。一方で、これら貝毒に関するデ

ータと海域指定後のモニタリングが要求されている。これら貝毒の取扱は、今

後検討すべき課題である。 
③現在、日本における貝毒原因プランクトンのモニタリングでは、記憶喪失性貝
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毒原因プランクトンは、項目になっておらず、また原因プランクトンの Pseudo-
nitzschia 属は、顕微鏡では同定が困難であり、分析が難しい。一方で、我が国

では記憶喪失性貝毒の発生記録は無い。この状況を踏まえ、本項目に関してど

のように対応するのかは、今後の課題となる。 
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1.3 令和２年度輸出環境整備推進委託事業（EU 向け二枚貝生産海域指定調査）

第 2 回検討委員会 
 

議事次第・議題は、下記の通りである。 
 
第 2 回検討委員会議事次第・議題： 

1.挨拶 農林水産省輸出先国規制対策課 
2.議事 

(1) モデル県の海域指定・サンプリング計画書案について 
1）I 県 
2）M 県 
3）A 県 

(2) 今後の進め方 
(3) その他（データ、文書の取扱等） 

3.閉会 
 
次ページ以降には、第 2 回検討委員会の議事録を収録した。 

 第 2 回検討委員会では、モデル県 3 県の評価書案（海域指定・サンプリング計画書

案）が議論され、それそれ若干の追加及び編集上の修正を行うことで最終化された。

また、本検討委員会の結果を受け、各県と最終調整を行って 3 月 3 日に評価書を作成・

提出することが了承された。 
 また、主な課題として、下記の 5 点が指摘、確認された。 
 
 課題等： 

①ノロウィルスに関しては、韓国が EU に輸出していることから、韓国の検査実

施等の情報について、農林水産省が調べ、当委員会に周知する。また、継続的

に、当委員会のメンバーで各種情報交換を引続き行う。 
②第 1 回検討委員会後に調査した結果においても、我が国における貝毒のモニタ

リングは、麻痺性貝毒と下痢性貝毒だけであり、記憶喪失性貝毒のデータは存

在しなかった。一方、現在の EU 規則では、記憶喪失性貝毒の他にもオカダ酸、

ディノフィシストキシン類、ペクテノトキシン類、イエッソトキシン類、アザ

スピロ酸の下痢性貝毒の特定の物質を測ることになっている。現状のモニタリ

ング項目と規則の項目は異なっており、現実面での課題となる。これら貝毒の

モニタリング対象物質に関しては、今後検討して行く必要がある。また、EU で

も規則改正作業が行われており、ペクテノトキシンは対象外になるという通報

が出ている。ただし、まだ施行されていない。このように、貝毒の対象物質に関

しては、最新情報を見ながら、規制対象を詰めていく必要がある。 
③貝毒原因プランクトンに関しては、第 1 回検討委員会で指摘された記憶喪失性
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貝毒原因プランクトンの分析困難性の他に、麻痺性貝毒原因プランクトンに関

して、Alexandrium tamarense が、現在は、Alexandrium catenella グループ

1 にクラス分けされているが、各県のデータがデータの継続性の問題もあるこ

とで、統一されていないことが明らかになった。この点の対応は、海域指定を

実施に行う際に専門家の意見も聴取して検討する必要がる。 
④各県のサンプリング計画の内容・方法及び基準に関しては、各県で状況が様々

であるため、各県の状況を最大限に考慮して、設定するのが適切であることを

確認した。 
⑤海域指定文書で使用するデータの年代に関しては、最新のものを使用するのを

基本とするが、使用可能なデータが存在しない場合には、少々古いものであっ

ても、その妥当性を説明した上で、使用することを確認した。 
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5.1.4 今後の課題 
   今後の課題に関しては、2 回の検討委員会で指摘された下記の内容となる。表 5.1.4-

1 には、それらの対応案も含めて整理した。 
 

表 5.1.4-1 海域指定及びサンプリング計画の検討・作成に関する課題と対応案 
区分 課題内容 対応案 

全般 現在、東南アジア向けの輸出に関してノロウィル

スが検出され、輸出に障害が生じたり、検査・規

制の動きがある。EU 向け等の輸出に関しても、

ノロウィルスが障害になる可能性がある。ノロウ

ィルスの検査基準の明確化など、輸出先の対応情

報を踏まえた輸出前の国内検査体制・基準等の整

備が必要である。 

農林水産省が主体となり、EU 等の

輸出先国の最新の規制動向に基づく

国内規制等の整備を図ると共に、継

続して関係者との情報共有を進め、

適切に対応策を検討していく。 

海域指定関係 麻痺性貝毒原因プランクトン Alexandrium 属

の種名標記は、混乱を招かないようにする必要が

ある。 

将来的には、国内外の動向を見極め

た上で、標記の統一を図る。現状で

は、各県における種名の取扱状況を

勘案して、資料編では下記のデータ

の標記をそのまま用い、海域指定文

書 の 本 編 で は 、 例 え ば （ 旧 ）

Alexandrium tamarense 等の名称

で記載する。 

サンプリング

計画関係 

現在、国内のモニタリングでは、記憶喪失性貝毒

とオカダ酸、ディノフィシストキシン類、ペクテ

ノトキシン類、イエッソトキシン類、アザスピロ

酸の下痢性貝毒の特定の物質を分析していない。

一方で、EU でも規則改正作業が行われており、

規制対象物質が変更になる通報も出ている。よっ

て、今後は各県での実施の実現性及び最新の情報

に基づき、適正な項目で規則化して行く必要があ

る。 

最新の情報に基づき、規則の見直し

を継続する。 

サンプリングの方法及び定期的サンプリングか

ら集中サンプリングへの移行基準等に関しては、

柔軟に対応する必要がある。 

大腸菌、貝毒及び貝毒プランクトン

の発生状況等の各県の状況に応じ

て、それぞれで適切に計画する。 
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6. 引用文献・データリスト 
 モデル県 3 県の海域指定文書等の評価書を作成するために、使用した引用文献及びデー

タのリストは、下記の通りである。 
 
6.1 I 県関係 
 

表 6.1-1 I 県海域指定文書等の評価書を作成に使用した引用文献及びデータのリスト 
項 目 引用文献・データ出典・ヒアリング先 備 考 

汚染源・特定事業
場一覧 

特定施設リスト（令和 3 年 2 月 28 日時点）：I 県環境生活
部環境保全課 

非公開リストから最終
的に対象海域に流入す
る市町の施設を抽出 

汚水処理人口普及
率 

I 県ホームページ 
 

 

直近３ヵ年におけ
る人口推移 

I 県人口移動報告年報（各年 10 月 1 日現在の統計）：I 県統
計ライブラリー 

 

直近３ヵ年におけ
る観光客の入込数 

I 県観光統計概要（平成 30 年版、令和元年版、令和 2 年 1
月～3 月及び 4 月～6 月暫定値）：I 県 

 

主要家畜飼育頭数
及び主要家畜飼養
農家戸数 

「2015 農林業センサス」：農林水産省、その他の調査年は
「○の畜産」（令和 2 年）：I 県農林水産部畜産課 

市町別の最新公表デー
タ（平成 27 年）は「2015
農林業センサス」、県全
体の最新公表データは
「いわての畜産」 

大腸菌群数（海域） 
環境汚染物質 

平成 28 年度～平成 30 年度公共用水域水質測定結果：I 県  

カキ大腸菌検査結
果（令和 3 年） 

令和 2 年度ＥＵ向け二枚貝生産海域指定調査結果：農林水
産省 

 

降水量 気象庁過去の気象データ I 県○○、○○、○○ 
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index. 

 

海流 気象庁ホームページ 親潮旬別海流図 
https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/data/ 
db/kaikyo/jun/current 

 

水温 ○大漁ナビ（I 県水産情報配信システム） 
https://www.suigi.pref.iwate.jp/ 

 

潮汐 気象庁ホームページ 潮汐観測資料 大船渡 
https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/db/tide/suisan/suisan. 
php?stn=OF&ys 

 

貝毒関係 貝毒検査結果（平成 21~令和 2 年度）、貝毒自主規制状況一
覧、平成 30 年度～令和 2 年度貝毒プランクトン検査結果
表：I 県 

I 県水産振興課が非公
開データを提供 

指定海域 I 県水産振興課からのヒアリング  
 

 
 
 
 
 
 

  

http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index
https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/data/
https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/db/tide/suisan/suisan
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6.2 M 県関係 
 
表 6.2-1 M 県海域指定文書等の評価書を作成に使用した引用文献及びデータのリスト 

項 目 引用文献・データ出典・ヒアリング先 備 考 
汚染源・特定事業
場一覧 

M 県からのヒアリング M 県が提供した水質汚
濁防止法第５条に基づ
く特定施設（非公開情
報、令和 3 年 2 月時点）
から、条件１：事業場所
在地【○市】、条件２：
施設種類【と畜業又は
死亡獣畜取扱業の用に
供する解体施設、し尿
処理施設、下水道終末
処理施設】を抽出 

汚水処理人口普及
率 

○の下水道 2016-2017：M 県県土整備部下水道課  

直近３ヵ年におけ
る人口推移 

M 県ホームページ・○人口・世帯の動き（月別人口調査結
果、平成 30～令和元年は 10 月 1 日現在、令和２年は 9 月
1 日現在の統計） 

 

直近３ヵ年におけ
る観光客の入込数 

令和元年観光レクリエーション入込客数推計書・観光客実
態調査報告書：M 県 
 

令和 2 年は未公表 

主要家畜飼育頭数
及び主要家畜飼養
農家戸数 

「2015 農林業センサス」：農林水産省、その他の調査年は
「畜産統計調査」：農林水産省 

市町別の最新公表デー
タ（平成 27 年）は「2015
農林業センサス」、県全
体の最新公表データは
「畜産統計調査」 

大腸菌群数（海域） 
環境汚染物質 

M 県公共用水域水質測定結果（オープンデータライブラリ
ー）：M 県 

 

カキ大腸菌検査結
果（令和 3 年） 

令和 2 年度ＥＵ向け二枚貝生産海域指定調査結果：農林水
産省 

 

降水量 気象庁過去の気象データ M 県○ 
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index. 

 

海流 黒潮と沿岸海況の１～２か月予報：M 県水産研究所  
水温 M 関係漁場水温モニタリングシステム：M 県○会 HP  
潮汐 気象庁ホームページ 潮汐観測資料 ○ 

https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/db/tide/suisan/ 
 

貝毒関係 貝毒成分等モニタリング事業報告（平成 28 年度～平成 30
年度）：M 県水産研究所 

 

指定海域 M 県水産振興課からのヒアリング  
 

 
 
 

 
  

https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/db/tide/suisan/
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6.3 A 県関係 
 

表 6.3-1 A 県海域指定文書等の評価書を作成に使用した引用文献及びデータのリスト 
項 目 引用文献・データ出典・ヒアリング先 備 考 

汚染源・特定事業
場一覧 

A 県からのヒアリング A 県が提供した A 県特
定事業場一覧（A 県、令
和 3 年 3 月 2 日時点、
非公開情報）から、特定
施設番号 69、72、73 を
抜粋 

汚水処理人口普及
率 

A 県汚水適正処理構想：A 県  

直近３ヵ年におけ
る人口推移 

A 県ホームページ、A 県の人口移動（A 県人口移動統計調
査、各年とも 10 月 1 日現在の統計） 

 

直近３ヵ年におけ
る観光客の入込数 

A 県観光客数の動向（平成 29 年～平成 31（令和元年））：
一般社団法人 A 県観光連盟、 

令和 2 年は未公表 

主要家畜飼育頭数
及び主要家畜飼養
農家戸数 

「2015 農林業センサス」：農林水産省、その他の調査年は
「畜産統計調査」：農林水産省 

市町別の最新公表デー
タ（平成 27 年）は「2015
農林業センサス」、県全
体の最新公表データは
「畜産統計調査」 

大腸菌群数（海域） 
環境汚染物質 

A 県公共用水域水質測定結果：A 県  

カキ大
腸菌検
査結果 

令和 3 年
データ 

令和 2 年度ＥＵ向け二枚貝生産海域指定調査結果：農林水
産省 

 

既 存 デ
ータ 

4 月～10 月：A 県○養殖海域調査（R1,R2）：A 県 
11 月～3 月：A 県●養殖海域調査（R1,R2）：A 県 

 

降水量 気象庁過去の気象データ A 県○ 
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index. 

 

海流 瀬戸内海の潮流推算図：海上保安庁・海洋情報部 
https://www1.kaiho.mlit.go.jp/KANKYO/TIDE/ 

 

水温 漁場環境ファックス速報：県立総合技術研究所水産海洋技
術センター 

 

潮汐 気象庁ホームページ 潮汐観測資料 ○ 
https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/db/tide/suisan/ 
suisan.php?stn 

 

貝毒関係 漁場環境・生態系保全向上対策事業（赤潮・貝毒漁場環境
監視事業、平成 29 年度～令和元年度）、赤潮貝毒部会資料
（平成 29 年度～令和元年度）：A 県立総合技術研究所水産
海洋技術センター 

 

指定海域 A 県水産課からのヒアリング  
 

https://www1.kaiho.mlit.go.jp/KANKYO/TIDE/
https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/db/tide/suisan/
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参考資料 
 
7. 参考資料 
  
本調査を実施するに際しては、事例として青森県からご提供頂いた「陸奥湾西部海域を

対 EU 輸出ホタテガイ生産海域と指定することについて」及び「対ＥＵ輸出ホタテガイ生

産海域のモニタリングに係るサンプリング及び不正行為の防止計画書」を参考資料として

活用した。 
 また、本調査では、独自にカキの大腸菌分析を実施した。 
 以下には、青森県の 2 文書及びカキの大腸菌試験成績報告書を参考資料として収録し

た。 
 
7.1「陸奥湾西部海域を対 EU 輸出ホタテガイ生産海域と指定することについて」：青森県 
7.2「対ＥＵ輸出ホタテガイ生産海域のモニタリングに係るサンプリング及び不正行為の防

止計画書」：青森県 
7.3 カキ大腸菌試験成績報告書 
 
【略】 
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 7.4 第 1 回検討委員会資料：参考 5 --EU 向け二枚貝の輸出ための海域モニタリング、

同、参考--6 モニタリング（補助）体制展開予想概念図（例）
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